
ヲ
快
ク
ジ
ア
後
出
家
ス

Y
主
題
カ
一
ア
ジ
ト
縛
ジ
ア
還
リ
家

ニ
向
フ
悌
ソ
ノ
道
呆
ヲ
得
ペ
キ
ヲ
墜
知
uv

一
ノ
容
委
組
世

ノ
女
人
ヲ
化
作
ジ
共
－
一
城
ニ
復
配
’
化
人
途
－
一
運
華
ノ
膝
ヲ

枕
ユ
ジ
ア
睦
臥
デ
忽
駕
ト
ジ
ア
命
柊
ジ
騰
肱
由
民
繍
ジ
腹
潰

工
識
出
ア
途
ニ
肌
鱒
解
散
ス
蓮
華
見
ア
驚
怖
シ
梯
所
－
一
到

Z日
－
フ
之
ヲ
白
ス
働
裁
ニ
法
ア
説
キ
阿
羅
漢
ヲ
得
セ
ジ

ム
」
交
合
宰
所
引
の
法
句
経
註
に
は
山
川
家
後
竿
月
じ
て

四
異
一
諦
を
詮
し
或
る
夜
布
蔭
堂
に
入
り
燈
火
を
見
て
そ

れ
を
縁
境

t
し
て
火
遁
庭
を
修
し
阿
羅
漢
呆
を
謹
せ
り

〉、．

西
域
記
径
四
「
悌
初
利
天
ヨ

9
下
降
ジ
玉
フ
時
蓮
華
色
比

丘
尼
化
シ
ア
轄
輪
王
ト
ナ
9
七
費
導
縦
ジ
四
兵
警
衛
uv
傭

所
－
一
至

P
ア
比
丘
尼
－
一
復
ジ
初
メ
ア
世
曾
ヲ
見
タ
U
F

ヲ
慌

フ
悌
告
ア
臼
ク
設
ハ
初
見
－
一
非
ズ
須
菩
提
銃
二
詰
眠
ヲ
以

ア
我
ヲ
見
U
F

ト
」
実
的
陀
の
双
神
越
は
外
道
降
伏
の
錦
で

あ
っ
た
o

大
知
日
度
論
一
四
士
ニ
「
格
色
比
丘
尼
叫
ν
之
復
以
v
挙
打
ν
尼
尼

即
時
眼
出
而
死
」
へ
女
明
三
滋
罪
下
）

谷
響
統
四
初
、

i

艦
倖
異
相
ノ
選
落
色
厄
襲
、
わ
得
諮
ノ
縁
等

ヲ
出
セ
w
y

事
ア

9
提
事
所
殺
ノ
蓮
華
色
ト
同
異
未
詳
叉
仰

仰
利
天
ヨ

p
降

9
玉
フ
時
輪
王
ト
化
ジ
ア
最
前
－
一
一
冊
ヲ
搾

セ
ジ
華
色
比
丘
尼
毛
コ
レ
ト
司
異
測
9
カ
タ
シ
解
律
異
相

品
川
又
別
仁
事
選
賠
女
ノ
事
ヲ
出
セ

9
」
一
五
云
一
外
正
記
入
本

五
三
輔
正
記
入
二
十
浬
繋
曾
疏
三
一
十
等
－
一
出
ヅ

昔
前
し
い
名
の
蓮
華
比
丘
尼
は
恐
ろ
し
い
違
多
の
錫
に
悲

惨
の
死
を
逐
げ
た
考
へ
る
と
嘗
時
の
敬
閤

ω入
札

q
t五
円
等

の
間
じ
は
切
っ
て
も
切
れ
白
人
間
性
の
結
ば
れ
て
居
る
事

が
悟
ら
れ
る
女
性
の
世
界
を
男
子
の
ぞ
れ
の
加
く
し
展
開

そ
ん

E
す
る
J

と
き
は
優
秀
な
る
創
造
力
に
侠
た
ね
ば
な
・
ら

ぬ
若
し
此
等
婦
人
の
事
蹟
を
明
か
に
す
る
を
得
ば
悌
数
史

上
婦
人
の
如
何
に
活
動
せ
し
か
を
知
る
を
仰
る
も
の
な
る

を
円
以
て
之
を
記
し
て
後
皆
吉
－
e

乞
待
つ
の
み
成
h
し
も
の
ほ
皆

減
す
不
逸
放
に
勤
修
せ
よ
。

翠

き

涙

秦

観

行

諸
法
貨
相
紗
臼
〈
現
在
の
大
難
乞
思
ひ
つ
い
〈
る
に
も

涙
、
未
来
の
成
僻
を
思
ふ
て
喜
ぶ
に
も
挺
せ
き
あ
え
歩
、
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烏
LL
識
と
は
な
り
y
」
も
涙
務
手
、
日
遣
は
な
か
ね
ど
も
涙

ひ
ま
な
し
世
間
の
事
に
は
あ
一
ら
A
V
唯
偏
じ
法
華
経
の
故
也

若
し
か
ら
ば
甘
露
り
涙
と
も
云
ひ
っ
ィ
し
o

涙
と
一
式
ふ
も
が
は
其

ω人
の
異
情
楼
露
の
結
果
で
あ
る

か
ら
祝
し
て
紳
事
て
、
な
ん

t
な
〈
業
の
人
の
美
し
い
情

が
偲
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
、
私
共
が
心
仁
非
常
じ
嬉
し
い

と
か
、
ま
た
は
非
帝
じ
悲
し
み
を
戚
じ
た
時
に
は
、
其
の

悲
嬉
の
程
度
は
、
語
葉
や
身
体
で
は
現
は
す
こ

t
が
出
来

な
い
此
の
時
じ
嘗
て
一
摘
の
涙
は
、
良

c其
の
情
を
表
し

て
〈
れ
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
翠
粗
は
「
う
れ
し
き

に
も
涙
、
か
な
し
き
に
も
一
齢
、
涙
は
善
悪
仁
通
子
る
も
の

な
り
」

t
言
は
れ
て
ゐ
る
o
在
共
の
伊
涯
の
中
じ
は
、
自

分
の
周
囲
の
事
扶
か
ら
し
て
随
分
潜
々
と
泣
（
暢
－

t
も
あ

ら
う
が
、
多
く
は
自
己
が
其
の
中
心
概
念
と
な
っ
て
ゐ
る

や
う
で
ゐ
る
、
甚
し
い
の
仁
王
つ
て
は
、
そ
れ
程
悲
し
〈

戚
．
静
な

t
て
も
、
多
〈
の
人
が
泣
い
て
ゐ
る
か
ら
、
白
鳳
万

丈
平
気
な
顔
も
し
て
居
ら
れ
子
、
世
の
所
謂
「
お
つ
き
あ

い
じ
泣
（
」

t
い
ふ
連
中
が
あ
る
が
、
此
等
は
全
（
織
れ

た
涙
、
涙
を
悪
用
し
た
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
o

未
来
の
成
協
を
忠
ふ
て
泣
き
、
一
切
衆
生
の
浮
沈
を
慮

り
て
泣
〈
其
の
漢
は
貴
仁
神
事
な
、
無
垢
な
美
し
い
涙
で

あ
る
、
古
来
か
ら
、
偉
人
英
雄
炉
、
其
mv，
闘
を
思
ひ
、
其

の
民
を
思
ふ
て
戚
慨
無
量
、
静
夜
、
扶
手
、
天
の
一
角
を
脱

む
で
悲
し
む
、
其
の
一
捕
の
涙
は
千
高
乃
意
味
と
無
量
的

債
値
と
が
あ
る
。

鳴
呼
本
化
大
事
は
、
か

3
・
し
た
涙
に
幾
度
咽
ば
れ
だ
で

あ
ら
う
か
、
波
荒
き
姐
岩
に
伶
み
玉
い
て
は
、
彰
涛
た
る

大
洋
を
眺
め
て
、
我
等
の
成
備
に
就
て
慨
3
、
朔
北
風
寒

き
接
原
の
野
仁
流
さ
れ
て
は
、
法
華
経
の
鎗
に
悲
し
み
玉

は
れ
た
の
で
ゐ
る
o

生
活
難
、
就
職
難
、
或
は
俗
事
の
悲
痛
暗
愁
に
就
て
は

誰
れ
も
直
接
間
接
の
関
係
か
ら
し
て
慨
事
も
し
、
悲
し
み

も
す
る
が
、
誰
か
妙
典
の
流
布
を
思
ひ
衆
生
の
成
不
を
思

ふ
て
慨
い
た
人
が
あ
ら
う
？
、
私
共
少
〈
と
も
宗
教
家
の

立
場
と
し
て
は
、
生
活
と
い
ふ
撲
な
こ
と
は
第
二
義
の
問

題
で
あ
る
、
現
代
の
多
〈
の
借
侶
が
、
此
の
第
二
義
の
問

題
に
就
て
の
み
、
煩
関
し
て
、
夏
に
頭
を
衆
生
と
い
ふ
方

仁
向
げ
な
ぐ
な
っ
て
、
浅
間
し
ひ
織
れ
た
涙
仁
親
む
で
、
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昌
一
一
き
本
化
の
涙
に
掠
〈
な
っ
た
の
は
慨
〈
e

べ
き
で
あ
る
、

宗
教
家
の
天
職
を
忘
れ
た
大
罪
人
で
あ
る
。

崇
拝
し
奉
る
本
化
大
量
一
の
御
一
代
は
永
へ
に
此
の
迷
雲

を
開
拓
し
て
読
ま
れ
る
、
宗
教
家
の
手
本
で
あ
る
。

事
き
涙
、
私
共
は
此
の
噴
い
、
暑
い
、
意
義
ゐ
る
一
保
に

咽
ぶ
ゃ
う
で
あ
っ
て
欲
し
い
、
そ
し
て
一
日
も
此
の
違
い

涙
が
、
王
法

t
偽
訟
と
冥
合
し
四
海
妙
典
に
同
蹄
し
て
、

遠
〈
ば
本
備
の
御
素
懐
、
近
〈
ば
本
化
大
曇
の
大
志
が
現

賞
さ
れ
て
、
上
下
高
民
随
喜
の
涙
tc
な
る
や
う
に
し
た
い

事
き
涙
の
底
に
は
魔
す
る
や
う
な
大
な
る
力
が
あ
る
。

聖
誕
七
百
年
に
際
し
て

世
人
に
訴
ふ

高

瀬

敢

闘

凡
そ
此
の
天
地
聞
に
介
在
せ
る
、
ゐ
b
と
あ
ら
ゆ
ろ
生

物
じ
は
、
病
無
き
龍
は
令
、
況
し
て
四
百
四
病
の
器
と
も

一
五
は
れ
て
居
る
我
我
人
聞
の
身
の
上
じ
就
て
は
、
言
を
待

べ
さ
る
所
な
引
ば
、
此
の
集
困
じ
よ
り
て
構
成
さ
れ
た
る

岡
家
な
る
も
の
、
叉
病
無
き
を
得
予
o
我
々
人
聞
の
病
仁

就
き
考
へ
見
ん
も
、
其
病
質
仁
ょ
っ

τ、
普
通
一
般
の
所

謂
病
と
稀
す
る
a
h

の
と
博
染
性
を
有
す
る
病

t
じ
別
れ
、

此
の
二
者
を
比
較
し
其
病
質
の
何
れ
が
恐
ん
し
〈
何
れ
が

害
毒
の
甚
大
な
る
か
は
云
は
や
’
も
が
な
に
て
、
コ
ν
夕
、
ぺ

ス
ト
、
肺
結
核
等
の
如
き
博
染
病
は
他
の
病
気
に
比
し
て

如
何
・
～
危
険
た
る
か
は
諭
を
待
た
今
、
彼
の
病
菌
仁
一
度

襲
は
れ
ん
か
絡
に
致
命
傷
た
る
を
見
が
れ
今
o
胃
腸
心
臓

等
の
如
き
病
も
共
仁
恐
る
べ
き
は
相
違
な
き
も
其
異
な
る

鮎
や
、
そ
の
人
一
人
仁
止
ま
れ

E
、
偉
染
病
た
る
や
、
唯

車
仁
一
個
人
を
倒
す
に
止
ま
ら
や
’
猛
烈
な
る
勢
を
以
て
四

方
に
惇
婚
し
、
其
害
た
る
や
、
賞
に
戦
傑
す
ぺ
き
こ
と
、

流
行
性
戚
胃
の
縛
め
に
倒
れ
た
る
致
、
前
後
五
箇
年
聞
に

亘
る
世
界
の
大
動
胤
仁
於
り
る
戦
死
者
（
七
百
高
人

t
稽

せ
ら
る
）
の
そ
れ
よ
り
も
、
僅
か
の
短
日
月
比
於
け
る

悪
性
流
行
成
胃
に
よ
る
死
己
者
の
多
き
を
算
せ
し
は
、
銃

に
世
人
の
知
る
所
に
し
て
、
殊
に
外
国
の
或
市
の
如
き
其

人
口
の
一
一
割
に
及
ば
ん

tω
惨
慌
た
る
仁
到
つ
て
は
、
戦

標
せ
ざ
る
を
符
す
の
故
に
誰
人
も
惇
染
病
患
者
と
云
ふ
を
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